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　今年３月で定年退職を迎え、無事に富良

野協会病院を「卒業」しました。思えば30

年間、この病院で働き続けてきたけれど、

赴任当初はまさかこんなに長くいるとは思

ってもみなかった。出勤最終日に病院職員

からもらった寄せ書きには「小山内先生お

世話しました」と書かれていて、思わず笑

ってしまった。

　おっしゃるとおり、周囲の助けがなけれ

ば、医師の仕事をここまで続けることはで

きなかっただろう。ずぼらな私のためにい

つも事前準備をしてくれる看護師、パソコ

ンの操作が苦手な私のためにカルテ入力な

どを手伝ってくれた医療クラーク、レント

ゲン、薬局、事務など、本当にお世話にな

りました。院長になってからは医療以外で

多忙になってしまった私の代わりに外来を

担当してくれる後輩医師。また、仕事以外

でも大好きな飲み会や家で開いたBBQに

は多くの人が来てくれて、みんなで酒を飲

み、楽しく過ごせた。本当に感謝しており

ます。

　退職後も働いてはいるが、時間ができた

ときには、妻と一緒にささやかな旅行もし

たい。以前に２度ほど行った、積丹半島で

は海と空の境がわからないほどのきれいな

「積丹ブルー」は絶景だった。新型コロナ

ウイルスの感染が拡大しているので、なか

なか行けなくなってしまったが、これから

も妻とともに、時間の許す限り余暇をたの

しみたい。ただ、仕事は好きなので、全く

仕事をしない人生は考えられない。

　現在は、富良野老健を運営し、富良野協

会病院の外来を手伝い、市から依頼された

山部診療所の診療を手伝っております。

　また、富良野医師会長として、在宅医療

の推進、救急医療の充実のためにやってい

きたいと考えております。

　これからは趣味の旅行や日本酒を楽しみ

つつ、充実した仕事をしていきたいと考え

ております。
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　あまり一般的ではないと思いますが、瓢

箪が好きです。釧路市立寿小学校３年生時

の担任教諭に「ヘチマを育てて、実を持っ

てきたら、理科の通信簿は５にしてあげ

る。」と言われ、小学生ながら本気で育て

ました。しかし、釧路は平均気温が低く、

霧の日が多く日照時間が短いため、うまく

育ちませんでした。その記憶が影響してい

たのか、20年ほど前の春先に、札幌のある

種苗店でヘチマの苗を見つけ購入しまし

た。単身赴任先の赤平の住宅で、庭に植え

てみました。特に手をかけたわけではない

のですが、物干し台と２本の竿を、そのま

ま棚にしてみると、大きな黄色い雄花・雌

花がたくさん咲いて、いくつも大きな実が

遂にできあがりました。定職に就かず、ブ

ラブラと遊んでいる輩のことを「ヘチマ野

郎」と言うそうですが、まさに風に吹かれ

てブラブラしている様を見て、ニヤニヤし

ながら満足していました。その後はユウガ

オ（かんぴょうの原料）も挑戦し、大成功。

直径20cm、長さ60cmもの立派な実がなり

ました。そしてある時に瓢箪の苗に出合っ

て、現在に至ります。小さな実がたくさん

なる千成瓢箪、大きな実の大瓢箪、外国産

の珍しい瓢箪などなど、いろいろやってみ

ましたが、一番のお気に入りは大瓢箪です。

今までで一番大きく育ったのは高さ70cm

にもなりました。瓢箪は、容器として水筒

や酒の貯蔵に利用されてきましたが、外国

では楽器に使われたり漁具（浮き）に使わ

れたり、中国では幸運を招く縁起の良いも

のとしてよく見かけるようです。瓢箪好き

の私に、娘が中国のお土産として、瓢箪を

たくさん買ってきてくれました。日本の神

道では、中に神が宿る縁起物とされていま

す。京都清水寺の産寧坂にある瓢箪専門店

には２回お邪魔しています。瓢箪の個性的

な形・曲線が、なんとも言えず気に入って

います。
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